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はじめに 

π共役高分子（ドナー:D）とフラーレン誘導体（アクセプター:A）を混合した BHJ OPVsにおい
て、近年では D/Aドメイン界面での電荷生成のみならず、各ドメイン内での他方成分含有による
電荷生成にも着目され始めている。本研究では、液晶性高分子 F8T2:フラーレン誘導体 PC71BMの
BHJ 薄膜を熱処理することで、高分子ドメイン内の PC71BM 含有量を段階的に変化させることに
成功し、その電荷生成効率、太陽電池特性との相関を詳細に調査した。 
実験 

F8T2:PC71BM（1:2）溶液をスピンコート法で薄膜化
し、それぞれ 40、80、110、150、190、240℃で 10
分間熱処理後、急冷して BHJ薄膜を作製した。各薄
膜において、ポリマードメイン内の PC71BM 含有率

（ΦFullerene）を走査型透過 X 線顕微鏡（Scanning 
Transmission X-ray Microscopy: STXM）で導出した[1]。
また、内部量子効率=電荷生成効率×電荷輸送効率で
表される電荷生成効率（ΦCF）を電気化学法及び超高

速分光を用いて算出した[2]。さらに ITO/PEDOT:PSS 
/BHJ薄膜/LiF/Alの構造で太陽電池特性を求め[3]、積
分球を用いた素子の反射率により内部量子効率

（ΦIQ）を評価した。 
結果・考察 

各測定で得られた値の熱処理温度依存性を Fig.1 に
示す。STXM 測定により、F8T2 ドメイン内にも
PC71BMが含有していることが分かり、その含有率は熱処理温度を上げるに従い徐々に低下した。
これは、F8T2 の液晶性により高温で F8T2 が凝集し、PC71BM との相分離が進行したことを示唆
している。これに伴い太陽電池特性の指標となる ΦCF、ΦIQ、エネルギー変換効率（PCE）が全て
低下した。上記より BHJ OPV特性の議論には、表面 AFM観察等による D/Aドメイン界面積の情
報だけでなく、各ドメイン内の他方成分混合による光電変換も考慮する必要があることが分かる。

当日は、表面 AFM、断面 TEM、PL消光の結果も合わせて報告する。 
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Fig.1 Interrelation among ΦFullerene, ΦCF, 
ΦIQ and PCE in BHJ OPVs against Tan. 
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